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永年勤続者表彰式 新年交礼会
平成３１年１月２２日（月）ホテル札幌ガーデン

パレスで永年勤続者表彰及び新年交礼会が開

催されました。前田元照札私幼会長の挨拶の

後、永年勤続者表彰式が行われ今年度は３０年

勤続者２名、２０年勤続者２０名、１０年勤続者５０名

が表彰され、表彰者を代表して桑園幼稚園園

長飯田かおり先生よりご挨拶がありました。

引き続いて行われた新年交礼会では北海道知

事高橋はるみ様、札幌市長秋元克広様よりご

祝辞を頂き衆議院議員船橋利実様の祝杯の御

発声で祝宴が始まりました。

その後各テーブルでの歓談が始まり受賞さ

れた先生の中には実習園の園長先生を見つけ

て懐かしくお話しする様子がみられました。

ご来賓の皆様にはテーブルスピーチをお願い

し衆議院議員和田義明様、道議会議員岩本剛人様、北

私幼会長川畠教孝様、私保連会長菊地秀一様にそれぞ

れお話しを頂きました。

結びの乾杯は道議会議員角谷隆司様が務めとても和

やかな雰囲気の中、出席者が互いに親睦を深め楽しい

時間を共有しました。

また私達札私幼会員の仲間である真駒内幼稚園理事

長・園長石原康之先生が秋の叙勲を受けていたことの

報告を兼ね札私幼から花束の贈呈を行い祝福の気持ち

を伝えることができ明るいムードが広がる中、無事終

了しました。
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�勤続３０年表彰（園番号順）

飯 田 かおり
（桑園幼稚園）

服 部 真奈美
（認定こども園 山王幼稚園）

�勤続２０年表彰（園番号順）
蝦 名 喜代美
（桑園幼稚園）

佐 藤 淳 子
（桑園幼稚園）

相 原 妙 子
（めばえ幼稚園）

長 沼 俊 志
（認定こども園 新琴似幼稚園）

廣 島 優 香
（新川幼稚園）

丸 藤 彰
（新川幼稚園）

岩 本 さゆり
（百合が原幼稚園）

山 名 雅 子
（札幌大谷大学附属幼稚園）

司 馬 政 一
（幼保連携型認定こども園 せいめいのもり）

内 藤 浩 司
（幼保連携型認定こども園 せいめいのもり）

杉 山 郁 代
（札幌あかしや幼稚園）

森 しのぶ
（幼保連携型認定こども園 おかだまのもり）

松 本 亜 子
（菊水いちい認定こども園）

林 菜 穂
（菊水いちい認定こども園）

矢 武 弘 子
（幼保連携型認定こども園 ひばりが丘明星幼稚園）

織 田 由 香
（美晴幼稚園）

高 橋 清 香
（真駒内幼稚園）

鈴 木 真 弓
（まこまない明星幼稚園）

高 橋 みどり
（あづま幼稚園）

高 田 敦 子
（前田幼稚園）

2名

20名
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竹 下 英 二
（札幌円山幼稚園）

大 橋 絵 梨
（認定こども園 カトリック聖園こどもの家）

藪 淳 一
（大通幼稚園）

戸 坂 妥 世
（認定こども園 新琴似幼稚園）

末 永 歩
（認定こども園 新琴似幼稚園）

田 宮 恭 子
（認定こども園 新琴似幼稚園）

中 出 綾 子
（新川幼稚園）

細 川 紺唯季
（新川幼稚園）

三 國 靖 代
（百合が原幼稚園）

大 谷 壮 史
（あいの里大藤幼稚園）

志 連 しぐれ
（北栄幼稚園）

矢 木 亜希子
（北栄幼稚園）

白 畑 義 信
（幼保連携型認定こども園 せいめいのもり）

賀 文 江
（認定こども園 札幌愛珠）

島 田 朋 子
（天使幼稚園）

保 住 有 美
（幼保連携型認定こども園 さつなえのもり）

馬 狩 有 花
（幼保連携型認定こども園 さつなえのもり）

�勤続１０年表彰（園番号順）

新井田 萌
（あゆみ幼稚園）

稲 見 麻 未
（幼保連携型認定こども園 おかだまのもり）

富 永 眸
（北都幼稚園）

滝 吉 絵里佳
（北都幼稚園）

高 � 絵 理
（東橋いちい認定こども園）

岩 本 奈 緒
（札幌みづほ幼稚園）

梅 津 寿 乃
（認定こども園 桜台いちい幼稚園・保育園）

倉 本 千恵子
（認定こども園 桜台いちい幼稚園・保育園）

西 川 喜美恵
（札幌第一幼稚園）

丸 谷 奈 緒
（札幌ゆたか幼稚園）

平 野 麻菜美
（札幌ゆたか幼稚園）

高 橋 麻智子
（札幌白ゆり幼稚園）

佐々木 詩 乃
（札幌白ゆり幼稚園）

小 原 由 莉
（札幌白ゆり幼稚園）

藤 田 ひろみ
（札幌白ゆり幼稚園）

中 山 有 紗
（認定こども園 まなび）

板 垣 杏や菜
（つきさむ幼稚園）

吉 見 加奈子
（札幌国際大学付属幼稚園）

小 原 里 絵
（光の泉幼稚園）

澤 里 彩 香
（光の泉幼稚園）

細 川 由紀子
（美しが丘幼稚園）

斉 藤 洋 子
（真駒内幼稚園）

鈴 木 典 章
（真駒内幼稚園）

青 木 彩 華
（まこまない明星幼稚園）

角 谷 毅
（札幌わかくさ幼稚園）

船 橋 尚 美
（インターナショナル山の手幼稚園）

酒 井 裕 子
（インターナショナル山の手幼稚園）

田 実 香
（あづま幼稚園）

黒 壁 幸 代
（平和幼稚園）

上 原 早 織
（平和幼稚園）

海 鉾 仁 美
（宮ノ丘幼稚園）

原 貴 子
（認定こども園 山王幼稚園）

藤 澤 千 恵
（富丘つくし幼稚園）

50名
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平成３０年度 代表者会議・札私幼臨時総会
２月１８日（月）午後２時１５分から、ホテル札幌ガーデ
ンパレスにて平成３０年度の代表者会議および札私幼臨
時総会が開かれました。
代表者会議は中村副会長の進行の下、前田会長のご
挨拶で始まりました。大阪府高槻市からおいでになっ
た全日本私立幼稚園連合会政策委員会委員長の水谷豊
三先生を講師に迎え、「近づく幼児教育の無償化！ 札
幌市と取り組むべき課題とは？」と題して、１時間半
ほどの講演が行われ、講演後は前田会長と水谷先生と
の対談が３０分ほど行われました。
水谷先生から、経済政策をやさしい言葉で解説頂き、
無償化スタートや新年度開始を控えて、幼児教育界の
質の向上を図るべく、北海道では札幌が先陣を切って
力を入れていきましょうとのお話で、エールを頂いた
ような講演でした。
その後休憩をはさみ、午後４時３０分過ぎから臨時総
会が、藪副会長の「開会の言葉」で始まりました。前
田会長の挨拶の後、札幌市私立幼稚園ＰＴＡ連合会会
長佐々木和也様からご挨拶を頂き、札幌市私立幼稚園
振興議員連盟会長の三上洋右様より頂いた祝電が紹介
されました（札幌市議会本会議中のため振興議員連盟
の皆様はご欠席でした）。
また、太田振興委員長より定足数の確認が行われ、
本総会は成立しているとの報告がありました（１４５園中
の１０３園が出席）。続いて議長に清田幼稚園の了寛園長
先生を選出、議事録署名人に中央区桑園幼稚園の飯田
園長先生・厚別区ひばりが丘明星幼稚園の相良園長先
生が指名され議事に入りました。

議案第１号 平成３１年度
事業計画（案）について各
委員会（総務・振興・研
究・広報・認定こども園）
の委員長より説明があり、
原案どおり承認されました。
議案第２号 平成３１年度収
支予算（案）については坂本事務局長から災害見舞金
などを含め増減のある科目等について経過説明があり
原案どおり承認されました。議案第３号その他はとく
になく、議長はすべての議案が審議終了したことを告
げて退任しました。
総会の結びとして丸谷副会長より、新教育要領にお
ける「１０の姿」を、実践を通して感じることが大切で
はないかということ、質の向上として「チャレンジビ
ジョン」のうち自己評価やＥＣＥＱなどできることか
ら各園で取り組み、札私幼全体として実施していきた
いとの「閉会の言葉」で、平成３０年度臨時総会は滞り
なく終えました。

平成３０年度 第２回 特別支援教育研修会
札幌市私立幼稚園連合会
主催の第２回特別支援教育
研修会が、平成３０年１２月１７
日（月）に、かでる２．７大会議
室で行われ、約２１０名の先生
方が参加されました。「昨年
度の続きが聞きたい、具体
的な子どもたちに対しての
支援策を中心にお聞きした
い」との多数の要望に応え
て、昨年に引き続き、講師

として明星大学教育学部教育学科教授 保健学博士
星山麻木先生をお招きし、「続、インクルーシブ教育と
支援の実際」～通常学級における特別支援教育、支援
の在り方～というテーマでご講演いただきました。
３５年間、特別支援と療育をしている実践研究者であ
る星山先生が具体的な事例を挙げて分かりやすくお話
して下さいました。
自ら療育センターを運営し、沢山の子どもたち、保
護者を支援する中で当事者から聞いた言葉を本にした
ものを紹介して下さいました。（YouTube子どもの気
持ちシリーズ「ずっと言えなかったコト」学校に行け
ない編をご覧下さい。）
「そばにいる支援者が、しっかり勉強してちゃんと
知っているかどうかで、彼ら彼女らの命を支え、命を
輝かせることが出来るか、追い詰めて苦しめる人生に
するかの分かれ道です。皆さんにやって頂きたい特別
支援は、魔法のことばを沢山かけることです。出来な
いことを頑張らせることではありません。普通にする
ことでもありません。もともと機能が違うので、これ
以上頑張らせたら壊れてしまいます。」という言葉が心

に響きました。
障がい児が「黒」、診断名はついていないけれど支援
が必要な子が「グレー」というネガティブな言葉を使
うのではなく、少数派の子どもたちも多数派の子ども
たちも皆、素敵な長所を持つ子どもたちなので、「虹色
なこどもたち」と表現しているとのことでした。また、
通常学級の多数派の子どもたちにも、この授業をして
いて、「皆、違う色だよ。皆、違うから助け合って生き
て行こうね。」と伝えているとのことでした。
「診断名をつけることが重要なのではなく、支援の方
法を大人や周りの子どもが知っていることが皆が幸せ
になる方法だと思う。」との言葉を聞き、目の前の子ど
も、保護者に寄り添える保育者になりたいと思いました。
少数派の子を仲間外れにするのではなく、思いやり
と優しさで合理的配慮が出来る子どもたちを育てる保
育の大切さを学びました。
「虹色なこどもたち」の特徴を分かりやすく表現し、
どの様に関わると良いかを知ることが出来る人形劇を
YouTubeで見せて下さ
いました。子どもたちも
この人形劇を見ることで、
相互理解に繋がっている
そうです。
今回、星山先生が研修
会で紹介して下さった動
画は、YouTubeで見る
ことが出来ます。是非、
「星山麻木オフィシャル
サイト」から「YouTube
星と虹色なこどもたち」
をご覧下さい。

平成３０年度 乳幼児研修会
札幌市私立幼稚園連合会主催の乳幼児研修会が、２
月２８日（木）に札幌エルプラザにて行われました。講師
として、ジャーナリストであり子ども安全計画研究所
代表理事の猪熊弘子先生をお招きし、『「組織力」と「保
育の質」の向上が子どもの＜いのち＞を守る』いうテー
マで講演していただきました。
猪熊先生はお話の中で「保育で一番大切なことは、
子どもの“いのち”を守ることであり、命を守るとは
子ども一人ひとりの存在を大切にし、守ることである」
と強調されました。幼稚園や認定こども園などでの事
故は一人の先生のミスで起こることは基本的になく、
組織の在り方に問題があることが大半であり、私達保
育者は事故や怪我に日頃から慣れてしまっているが故

に「事故は起こるもの」ではなく「起こさないように
するもの」と、自身の考えを今一度改める必要性を感
じました。組織力を向上させるためには、園の見取り
図を使って子どもがよく転んだり怪我をしやすいと感
じる場所に付箋を貼り園内環境を見直す園内研修を提
案してくださいました。また、「やらせる保育」は非常
に怪我が多くなることから「本当の子ども主体の保育
とは？」と常に問いながら、時には子どものやりたく
ない！という主体性にも向き合っていくことの大切さ
を再確認し、「強制・矯正ではなく、“共生”が大切な
のでは？」という猪熊先生の言葉がとても心に残りま
した。

4 H31. 3. 18 会報札私幼 第162号
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第３８回政令指定都市私立幼稚園団体協議会 千葉協議会
２月７日・８日に「政令指定都市私立幼稚園団体協

議会・千葉協議会」が三井ガーデンホテル千葉に於い

て、政令２０都市の代表が参加し開催されました。札幌

市私立幼稚園連合会からは、前田会長、藪・丸谷・中

村の３副会長と担当理事の前鼻先生、合わせて５人が

参加致しました。開会式の後の基調講演は、汐見稔幸

先生に「質の高い幼児教育と幼児教育の無償化」につ

いてお話いただきました。

無償化の意味するものは、幼稚園にかかる費用を親

から徴収するのではなく、税金で賄うシステム、義務

教育に移行する第一歩、つまり公共性が高くなる。幼

稚園の教育が社会で果たす役割への公的期待が強くな

るということであり、保育の質の向上の必要性につい

て再確認しました。特別講演では、厚生労働省子ども

家庭局保育課長・竹林悟史さんに「これからの社会保

障制度と子ども・子育て支援新制度」についてお話を

いただきました。２日目は、各都市の幼保小連携・接

続の取り組みについて、人材確保・処遇改善の策につ

いて、幼児教育を推進する取り組みや自治体からの支

援施策について意見交換が成されました。無償化にか

かわる各都市の動きや課題、自治体に余剰金が生じた

場合の使途についても話題となっておりましたが、こ

の点については、現段階では回答できないというとこ

ろが殆どでした。今後折衝する際の課題として意識を

新たに致しました。

札幌市幼稚園初任段階における研修・２年次研修
１年目の滝野宿泊研修から始まり、今年度２年目を

迎えた先生達の初任段階研修の締めくくりとなる研修

を、平成３１年１月１１日（金）市立大通高校の講堂とグラ

ウンドで開催。講師に「自然体験指導員・日本シェア

リングネイチャー協会公認インストラクター／古川美

枝子氏」をお迎えし、１４０名の先生が参加しての研修会

でした。雪を活用した体験活動として講義や協議だけ

ではなく実技も交えての研修に若い先生達の声がグラ

ウンドに響き渡っていました。最後に札私幼・研究委

員長の芝木孝満先生より「２年間の決められた研修を

終え、今後は自ら進んで研修を受けることで学びをよ

り深めてゆくことの大切さ」その言葉を心に刻み２年

間の研修を終えました。

２年間の新人研修を終えて
２年間の新人研修で多くのことを経験でき、スキル

アップできたと思います。特に新人研修一年次の宿泊

研修ではたくさんの事を学びました。他園の先生たち

と７～８人でグループになり、話し合いや、レクリエー

ションを行う中で、相手の話を聞き、自分の考えも伝

えながら協力して研修していくことで、相手の立場に

なって物事を考える等、人に関わる仕事として根本的

に大切な所を改めて見直すことができました。実際に

現場で長く勤めている先生や自然を使った遊びなど専

門的な知識を持った講師の方々のお話を聞き、実際に

体験することで、自分の保育に活かせる部分や自分と

は違った観点で物事を見ることができ、保育の視野が

広がったと思いました。

これからも積極的に学びの場に参加して、子どもた

ちの健やかな成長に繋がるより良い保育が実践できる

ようにしていきたいと思います。

（ときわみなみの幼稚園・山下 誇威）
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平成３１年度・札幌市予算（私立幼稚園関係）～特別支援教育事業補助金・基準額拡充～
昨年１１月２９日の予算要望以降も札私幼執行部は、前
田会長を中心に子ども未来局と予算折衝を行ってまい
りました。その結果、平成３１年度札幌市予算案が発表
された中で特別支援教育事業費補助金に関して大幅な
拡充がありました。

※特別支援教育事業補助金（一園当たりの基準額）
平成３０年度まで → ９０１，２００円
平成３１年度予算案 → ９５３，５５０円

（５２，３５０円の単価アップ）
時給 ８１９，０００円＝１，０５０円／時×４時間×５日／週×３９週
交通費 １３４，５５０円＝６９０円／日×５日／週×３９週
合計 ９５３，５５０円

※新基準（平成３１年度）

※私立幼稚園等補助金
特別支援教育・教材教具整備・研修費等の補助金を
含む。今回の増加分は特別支援教育に係るもの。
平成３１年度予算 → ６５３，０００千円（４６，０００千円の増）

※平成３１年度予算案については、市議会の審議の結果
議決されました。
この度の予算要望、予算折衝に関しまして皆様か
らのご支援ありがとうございました。
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札幌市私立幼稚園連合会の主な動き
（予定を含む）�� �� �� �� 		

１２月３日（月） 研究委員会
１２月５日（水） 広報委員会
１２月１１日（火） 総務委員会・理事会・養成校懇談会（札幌

ガーデンパレス）
１２月２７日（木） 札幌市幼児教育センター打合せ（ちえりあ）
１月１１日（金） 初任段階における研修「理論・実践研修３

（２年次）」（市立札幌大通高校）
１月１５日（火） 初任段階における研修「理論・実践研修２」
～１６日（水）（ちえりあ）

１月２１日（月） 総務委員会・理事会・永年勤続表彰・新年
交礼会（札幌ガーデンパレス）

１月２８日（月） 振興委員会
２月４日（月） 研究委員会
２月７日（木） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会千葉協
～８日（金） 議会

２月１２日（火） 札幌市こども未来局打合せ（大通バスセン
タービル）

２月１８日（月） 総務委員会・理事会・代表者会議・臨時総
会（札幌ガーデンパレス）

２月２８日（木） 乳幼児研修会（札幌エルプラザ）
３月４日（月） 認定こども園委員会
３月６日（水） 広報委員会

３月１１日（月） 札幌市幼児教育推進協議会（ちえりあ）

〔平成３１年度の主な予定〕
５月１７日（金） 総務委員会・理事会・代表者会議・定時総

会（札幌ガーデンパレス）
７月５日（金） Ｐ連ふれあい交流会（新中央体育館〔北４

条東６丁目 北ガスアリーナ札幌４６〕）
７月１１日（木） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会名古屋
～１２日（金） 大会

９月１６日（月・祝） 就職フェア（札幌ガーデンパレス）
９月２７日（金） 教育研究大会 公開保育研修・分科会
９月２８日（土） 教育研究大会 全体会（札幌市民ホール）
１０月４日（金） Ｐ連５０周年記念事業 兼 全道大会（札幌市

民ホール）
１２月１０日（火） 総務委員会・理事会・養成校懇談会（札幌

ガーデンパレス）
１月２０日（月） 総務委員会・理事会・永年勤続表彰・新年

交礼会（札幌ガーデンパレス）
２月６日（木） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会 静岡協
～７日（金） 議会

３月２日（月） 総務委員会・理事会・代表者会議・臨時総
会（札幌ガーデンパレス）

春の訪れが待ち遠しい弥生・３月。園生活は一年の締め
くくりの時でもあります。卒園児を送り出す淋しさ・新た
な子ども達との出会い、とても複雑な時期でもあります。
今年度は、平成最後の年とよく言われていましたが北海
道では忘れられない一年になりました。胆振東部地震そし
て４０年ぶりと言われた大寒波…つい先日も大きな地震があ
り札幌も地下鉄が全線ストップしたため帰宅困難な状況に
なるなど、忘れた頃にやって来た地震に、子ども達と園で
過ごしている時間に起きたなら…大寒波の中で停電が起き
たなら、たくさんの【もしも】を考えると【備えあれば憂

いなし】これを日々の生活の中で実践しなければいけない
こと、普段の何気ない生活を当たり前と思ってはいけない
…改めて感じました。
【平成】にも終わりを告げ、新たな【元号】が始まると同
時に幼児教育の現場では１０月から【保育料の無償化】が始
まります。様々な面で落ち着くまでには時間がかかりそう
ですが、目の前の子ども達は日々成長しています。それを
止めることなく日々奮闘してゆかなくてはいけないそんな
風に思います。
今年度も札私幼広報誌の発行に際し沢山のご協力、そし
て就職フェアも会員園の皆様のご理解とご協力のおかげで
無事に終えることが出来ました。この場をお借りして改め
てお礼申し上げます。一年間本当にありがとうございました。

（広報委員長・米永 桃子）

要支援児数 教諭数 補助単価
１～４人 １人 ９５３，５５０円
５～８人 ２人 １，９０７，１００円
９～１２人 ３人 ２，８６０，６５０円
１３～１６人 ４人 ３，８１４，２００円
１７人以上 ５人 ４，７６７，７５０円
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